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2月 11日 建国記念の日 建国をしのび、国を愛する心を養う
建国記念の日は、昭和41年の祝日法改正により設けられた国民の祝日であり、「建国をし

のび、国を愛する心を養う」日とされています。
当時の内閣総理大臣から、この日が「遠く我が国の成り立ちをしのび、先人の文化遺産の恩恵

を思い、国を愛し、国の発展を願う心を養う大きなよすがともなりますことを、国民の皆様
と共に心から期待するものであります」などとする談話が発出されました。 内閣府HPより

令和７年 施光恒氏（九州大学大学院
教授）による記念講演

どなたでもご参加できます。建国記念の日をお祝いしましょう!!
ご参加の方は下記の入場整理券をご記入の上、当日会場までご持参下さい。
当日受付にも整理券をご準備しております。是非ともご参集下さい!!

令和6年 吉田 英紀氏（内閣府地域
防災マネージャー）による記念講演

これまでの筑豊地区
建国記念の日祝賀式

講師 小島 尚貴（こじま なおたか）氏 多言語作家／貿易コンサルタント

福岡市を拠点に、主に九州の製品を海外に輸出する事業を行ってきた私は、幾つかの自治体
や貿易・経済団体で貿易アドバイザーを務めながら、衰退する地方の経済と向き合ってきまし
た。近年は素朴な農産加工品、軽工業品、伝統工芸品の輸出相談が増えましたが、すぐに海外
市場に通用する商品は多くありません。そこで、輸出相談が多い品目の特徴を探ってみたとこ
ろ、ある共通点の存在に気付きました―。 「日本の息吹」令和 6年 5月号より


